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国土交通省

各項目の取組状況
－世界銀行Doing Business 2018評価の分析と評価改善に向けた取組の方向性－

【輸出入】



Ｄｏｉｎｇ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ２０１８による「輸出入」の評価

○調査対象国の代表都市発着貨物の国境通過（陸路の場合は国境検問所、海路の場合は港湾）に要する時
間・コストを評価。

○日本はＯＥＣＤ加盟３５カ国中の２８位。評価項目のうち、「実物貨物の国境での取扱い」（ボーダーコンプライ
アンス）に係る時間・コストが輸出入ともに比較的低位。

○但し、評価方法は、陸上輸送やＥＵ域内での輸出入によるものが必然的に優位となるもの。日本より上位に
ある２７カ国中の２５カ国はこれらの要素を含んでいる点に留意が必要。
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輸出

ＯＥＣＤ加盟国の順位 ※赤字は陸上輸送を含むもの、背景色はEU域内を含むもの

輸入

書類審査

貨物取扱

時間

コスト
× × それぞれの組合せよる

8項目で評価

1

評価手法
対象国 対象品目の最大

貿易相手国

国境検問所

港湾

あるいは

陸路

海路

調査対象国ごとに貿易ルートを
設定し、港湾あるいは国境検
問所での手続が評価対象

評価項目

（ボーダーコンプライアンス）

代表都市
代表都市

評価対象



Doing Business報告書による評価の分析と取組の方向性①

報告書では陸上輸送と海上輸送を同一の指
標で評価している。

取組①：海上輸送・陸上輸送ごとに条件を
そろえて評価するよう世銀に申し入れ。

・アンケートでは「港湾に留まっている総時
間」を質問している。

・回答に荷主の都合で港湾に貨物が滞留す
る時間が含まれている可能性がある。

輸入の流れ

船卸 輸入手続 搬出

アンケートの質問事項：港湾に留まっている総時間
(Doing Business調査では39.6時間)

蔵置

搬出

搬出可能な最短の時間

取組②：アンケート内容の明確化を世銀
に申し入れ、回答者にも情報提供。

評価の分析②（アンケート手法の課題）

輸出

輸出

陸上輸送：トラックで一台ずつ通過するため、
国境での時間・コストが小さい。

海上輸送：船舶で一括大量輸送するため、港湾
での一時保管・積卸しが必要。

（例）EU域内の場合、国境に検問所等はなく、毎月
輸出入実績を税関に事後報告するのみ。

船積み蔵置搬入

評価の分析①（評価手法の課題）
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3
○「ＡＩターミナル」の技術とインフラ整備をパッケージ化し、特定港湾運営会社と日本企業により海外展開
○世界の膨大なインフラ需要を取り込むことにより、我が国の民間投資を喚起し、力強い経済成長を実現

コンテナ車両の構内
滞在時間の最小化

コンテナ船の
荷役時間の最小化

オペレーターの
労働環境の改善

荷役機械の燃料節約
によるコスト削減

目指すべき方向性

取組③：取組①②による世銀に対し申し入れ等を行うとともに、以下の運用改善を行う。

○近年、目覚ましい発展を遂げているAI、IoT、自働化技術を組み合わせ、世界最高水準の生産性を有し、労働環境の良いコンテ
ナターミナル（「AIターミナル」）の形成を図るため、AIを活用したターミナルオペレーションの効率化・最適化に関する実証等を行う。

Doing Business報告書による評価の分析と取組の方向性②

「ＡＩターミナル」
のイメージ
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自動的に情報収集
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一元的にコントロール

IC

IC

ゲート前渋滞状況の可視化
による車両流入の平準化

情報技術の活用等による
貨物搬入・搬出の迅速化

ＡＩの活用によるコンテナ
取り出し作業を最小化した
コンテナ蔵置計画の提案

コンテナ搬出入情報の事前

取得によるコンテナ取り出し
作業の平準化

遠隔操作化・自働化による
クレーン(RTG※)能力の最
大化とオペレーター労働
環境の改善

※RTG･･･Rubber Tired Gantry crane


